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研究成果の概要： 

多くのブラジル人は、1990 年当初、一時的な滞在目的で来日しているとはいえ、ほとんどが

日本滞在を延長している状態である。一時滞在という人の意識と滞在長期化という実態の間に

みられるギャップは、在日ブラジル人の子どもたちが抱える問題を悪化させているといえる。

日本での生活の中で、彼･彼女らは学校と家庭の間で、日本とブラジルの習慣・言語・文化の狭

間で生きており、今後日本社会で生活していく上で悩む者が増加している。 
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１．研究開始当初の背景 

90 年代にブラジルから日本へ日系人が来る
ようになってからほぼ 20 年が経っており、
当初の大人の労働や住宅の問題から、日本で
の長期滞在に伴い、家族形成と子どもの教育
の問題が顕著になってきていた。 

 

２．研究の目的 

 

現在、ブラジル人の子どもが日本の社会で生
活する場合､必要最低限の日本語能力を習得
することすら困難な状況である。このような
現状の中､日系ブラジル人の子どもは、どの
ような自己アイデンティティを築いている
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のか、またどのように日本社会に適応してい
くのかが問題となってくる。また、彼らには
家庭におけるブラジル文化の維持という現
状もある。つまり、ブラジルから来た親たち
は家では主にポルトガル語を話し､ブラジル
の習慣を維持しているケースが多い。ここで、
日本の社会とブラジル人家庭の狭間におか
れている子どもたちがどのようにこれらの
問題に直面しているかという疑問が生じる。
本研究では彼らの「ブラジル人」または「日
系人」、そして「日本人」としてのアイデン
ティティの形成過程を本人の主観的な側面
に焦点を当て、分析をしている。 

 

 

 

３．研究の方法 

 

本研究では、在日ブラジル人の子どもと若者
への直接面接行い、日本での生活（家庭、地
域）や学校での生活について聞き取りを行っ
た。また、ブラジルにおけるエスニック学校
と日本における公立学校及びブラジル人学
校の比較研究を出発点として､学校と社会の
関係の分析を行い､両国の子どもたちの比較
を試みた。調査方法は直接面接法にて、子ど
もたちの主観的な側面に注目した。 

 

 

 

４．研究成果 

 

現在日本において、ブラジル人コミュニティ
が形成されており、家庭内ではポルトガル語
を話し、ブラジルの習慣を維持しようとする
親たちと、日本語を流暢に話し、日本の教育
を受けている子どもたちとの間に意識のズ
レが生じている。 

 本研究で、幼児期から日本で暮らしている
ブラジル人の子どもは、自分たちは日本人で
あり、これからも日本でずっと生活をするで
あろうと考えているケースが増えている。ブ
ラジルは、あくまでも親の国であり、自分の
「祖国」である事は否定しないが、自分たち
は日本人として生活を希望しているといえ
る。国籍に関しては、ブラジル国籍を所有し
ている子どもがほとんどであるが、主に幼児
期から来日している人たちは帰化を考え始
めている。また、帰化の目的は、日本人にな
ろうという主観的な意識より、日本での就職
や今後の生活を考えたときに何かと有利に
なるからだと言う意見の方が多かった。 

 一方、中学校の高学年から来日している人
は、帰化を希望している場合でも、自分たち
はブラジル人であることに重点をおいてい

る。彼・彼女らは、日本社会に適応する努力
をしており、日本人からの差別的な扱いをさ
れないよう常に意識している。また、ブラジ
ルへ帰国することは考えておらず、日本での
永住を前提に日本の大学進学を希望する若
者が徐々に現れている。ブラジルへは遊びに
行きたいが、住むのは日本の方が良いと語る
者が多い。つまり、ブラジルの日本移民家庭
で育った日系人たちの歴史が、今度は日本に
おいてブラジル人家庭で繰り返されている
といえよう。 

つまり、多くのブラジル人の子どもは日常
的に日本語を使い、日本の学校に通いながら
日本人の子どもと変わらない経験をしてい
く可能性がうかがえた。子どもたちは日本社
会への適応過程において、今度は日本人とし
てのアイデンティティが芽生えてくると考
えられる。 

また、在日ブラジル人学校に通う子どもたち
の現状は、いずれはブラジルへ帰国する目的と
して教育であるため、この子どもたちが日本に永
住し、日本の大学への進学や就職をする場合、
ポルトガル語でブラジルの教育のみを受けてい
れば、困難が多いことが予想される。 
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